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【
概
況
】

　

東
京
市
場
に
お
け
る
19
年
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
類
の
入
荷
は
、
前
年
の
18
年
に

比
べ
る
と
数
量
で
4
％
増
え
て
単
価

は
5
％
程
度
の
や
や
高
。
一
方
、
生
鮮

ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
加
工
用
）
の
輸
入
は
前
年
よ
り

9
％
も
増
え
た
。
こ
の
数
字
は
意
味
が
あ
り
そ

う
だ
。
ひ
と
つ
は
17
年
に
国
産
原
料
が
足
り
な

く
て
大
騒
動
に
な
っ
て
輸
入
が
急
増
し
た
分
、

鎮
静
し
た
18
年
は
17
年
に
比
べ
て
3
割
減
っ

て
い
た
。
17
年
の
特
徴
は
、
本
来
な
ら
国
産
が

潤
沢
で
輸
入
が
数
t
し
か
な
い
は
ず
の
1
月

に
５
３
０
０
t
も
の
輸
入
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。

【
背
景
】

　

ち
ょ
っ
と
意
外
に
思
う
が
、
17
年
は
量
こ
そ

少
な
い
も
の
の
、
中
国
産
が
周
年
に
わ
た
っ
て

輸
入
さ
れ
て
い
た
。
通
常
の
食
用
は
植
防
上
で

輸
入
で
き
な
く
て
も
、
加
工
用
と
し
て
な
ら
、

到
着
後
は
密
閉
状
態
で
移
動
さ
せ
る
と
い
う

条
件
付
き
で
米
国
産
を
解
禁
し
た
が
、
同
様
の

条
件
下
で
中
国
産
も
と
い
う
こ
と
か
。
だ
た

し
、
輸
入
単
価
も
米
国
産
の
2
倍
以
上
す
る
か

ら
、
米
国
産
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
横
取
り
し
た
い

わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
種
イ
モ
の
可
能
性

は
あ
る
。
以
降
、
中
国
産
は
19
年
の
4
月
以
降

実
績
が
ゼ
ロ
の
不
思
議
。

【
今
後
の
対
応
】

　

19
年
に
輸
入
が
と
く
に
増
え
た
の
が
4
～
5

月
で
あ
る
。
青
果
用
で
も
こ
の
こ
ろ
は
北
海
道

産
の
残
量
が
少
な
く
な
る
時
期
で
、
出
始
め
る

静
岡
産
の
男
爵
薯
も
単
価
が
高
い
。
加
工
用
は

一
般
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
当
用
買
い
す
る
こ
と

は
ほ
ぼ
な
い
し
、
こ
の
時
期
は
貯
蔵
品
が
発
芽

す
る
時
期
で
も
あ
り
、
加
工
用
に
も
同
様
の
事

情
が
あ
る
だ
ろ
う
。
カ
ル
ビ
ー
と
し
て
の
加
工

用
の
輸
入
対
応
は
、
国
産
原
料
調
達
を
減
ら
さ

な
い
範
囲
で
と
い
う
の
が
原
則
だ
が
、
こ
の
時

期
の
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
輸
入
拡
大
は
想
定
で

き
る
。

【
概
況
】

　

ナ
ガ
イ
モ
の
19
年
の
輸
入
量
は
６

０
７
t
だ
が
、
前
年
比
は
１
１
０
・
４

％
で
あ
る
。
伸
び
率
と
し
て
は
意
味
が

あ
り
そ
う
だ
が
、
元
の
数
字
が
１
０
０

０
t
に
も
満
た
な
い
か
ら
そ
れ
ほ
ど
影
響
が

出
る
数
字
で
は
な
い
。
19
年
の
東
京
市
場
で

は
、
数
量
で
前
年
対
比
98
％
、
単
価
は
93
％
だ

か
ら
や
や
減
の
割
に
は
単
価
が
下
が
り
す
ぎ

だ
。
実
は
、
東
京
市
場
で
は
、
17
年
に
は
19
年

よ
り
1
割
以
上
少
な
く
、単
価
は
㌔
４
６
３
円
、

19
年
よ
り
42
％
も
高
い
。
輸
出
量
を
増
や
し
す

ぎ
て
国
内
価
格
が
暴
騰
気
味
に
な
っ
た
か
。

【
背
景
】

　

輸
出
を
増
や
す
こ
と
で
、
国
内
相
場
を
上
げ

た
い
と
い
う
意
識
は
潜
在
的
に
あ
る
。
17
年
の

場
合
は
、
新
物
が
出
始
め
る
は
ず
の
8
～
10
月

ご
ろ
に
入
荷
が
極
端
に
減
っ
て
い
た
。
一
方
、

ナ
ガ
イ
モ
の
輸
入
動
向
を
見
る
と
、
19
年
は
1

月
に
前
年
比
76
％
増
、
4
月
に
34
％
増
、
10
月

に
は
３
・
３
倍
と
い
う
数
字
を
残
し
て
い
る
。

輸
入
先
で
は
い
ま
や
中
国
の
シ
ェ
ア
は
落
ち
、

ベ
ト
ナ
ム
が
6
割
強
を
占
め
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は

野
菜
大
産
地
の
ダ
ラ
ッ
ト
高
原
で
、
日
本
種
生

産
技
術
で
野
菜
が
か
な
り
導
入
さ
れ
て
お
り
、

日
系
の
会
社
が
少
な
く
な
い
。

【
今
後
の
対
応
】

　

ナ
ガ
イ
モ
の
輸
入
量
は
年
間
１
０
０
０
t
も

な
い
た
め
、
あ
ま
り
気
に
も
し
な
い
が
、
主
産

地
が
中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
移
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
現
地
で
は
日
本
種
サ
ツ

マ
イ
モ
の
生
食
用
、
加
工
食
品
が
軌
道
に
乗
っ

て
い
る
し
、
日
本
の
野
菜
生
産
技
術
は
か
な
り

浸
透
し
て
い
る
。
今
後
、
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
向

け
に
日
本
規
格
の
野
菜
類
を
作
っ
て
い
く
こ
と

は
想
定
内
。
大
量
生
産
の
中
か
ら
日
本
規
格
の

も
の
を
選
別
し
て
い
る
中
国
と
の
違
い
は
明
確

だ
。
ち
な
み
に
、
冷
凍
の
ス
リ
お
ろ
し
ナ
ガ
イ

モ
の
輸
入
量
は
５
６
０
t
あ
る
。

ジャガイモ
生
鮮
品
の
輸
入
が
1
割
近
く
増
え
た
の
は

5
～
6
月
の
国
産
原
料
の
端
境
期
で
顕
著

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年  86,998t／111円
2019年  90,753t／116円
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ナガイモ
輸
出
過
剰
の
17
年
、
19
年
輸
入
1
割
増
、

中
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
切
り
替
わ
れ
ば
増
か

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年 10,855t／348円
2019年 10,610t／326円
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19
年
の
輸
入
野
菜
の

不
思
議
な
増
減
品
目

野菜生産者のための相場研究第283 回

２
０
１
９
年
は
台
風
被
害
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
多

く
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
千
葉
県
を
中
心
と
す
る
秋
以
降
の

関
東
産
の
野
菜
不
足
が
危
惧
さ
れ
た
が
、
東
京
市
場
の
野
菜

相
場
は
周
年
に
わ
た
っ
て
平
年
を
こ
と
ご
と
く
下
回
っ
た
。

国
産
が
潤
沢
で
相
場
が
低
迷
す
る
と
き
に
は
輸
入
野
菜
が
減

る
。
そ
れ
で
も
絶
対
数
量
は
合
計
２
７
８
万
ｔ
と
い
う
ボ
リ

ュ
ー
ム
だ
。
全
体
の
減
少
傾
向
は
当
然
だ
と
し
て
も
、
個
々

の
品
目
に
追
っ
て
い
く
と
、
そ
の
減
り
方
が
異
常
だ
っ
た
り
、

逆
に
前
年
よ
り
も
増
え
た
り
、〝
不
思
議
な
増
減
〟
現
象
を
見

せ
る
品
目
が
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
前
年
が
減
っ
て
い
た
、

増
え
て
い
た
と
い
う
単
純
な
理
由
だ
が
、
そ
の
背
景
を
知
っ

て
推
移
を
見
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
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安
定
需
要
が
あ
り
な
が
ら
な
ぜ
35
％
も
減
、

韓
国
人
の
激
減
で
業
務
用
需
要
に
構
造
変
化

【
概
況
】

　

19
年
の
輸
入
ト
マ
ト
は
９
３
７
７

t
、
前
年
比
で
は
１
０
２
％
と
目
立
っ

た
数
字
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ト
マ
ト

は
18
年
に
前
年
比
が
１
２
０
％
だ
っ

た
か
ら
、
2
年
連
続
で
増
え
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
東
京
市
場
の
19
年
の
ト
マ
ト
は
、
2
％
程

度
の
微
減
で
8
％
ほ
ど
高
く
な
っ
た
。
ト
マ
ト

は
家
庭
用
で
も
業
務
用
で
も
必
需
品
目
だ
か

ら
、
東
京
市
場
の
産
地
数
は
51
、
う
ち
外
国
産

は
5
で
あ
る
。
19
年
の
特
徴
は
、
輸
入
量
全
体

の
う
ち
、
52
％
が
韓
国
産
だ
が
、
東
京
市
場
へ

の
入
荷
に
限
っ
て
み
る
と
１
t
に
満
た
な
い
。

【
背
景
】

　

従
来
、
輸
入
ト
マ
ト
は
業
務
用
で
細
長
く
て

輪
切
り
が
た
く
さ
ん
取
れ
る
品
種
で
、
食
味
的

に
は
酸
味
が
強
く
て
生
食
に
は
向
か
な
い
も

の
だ
。
し
か
し
19
年
の
よ
う
に
、
韓
国
産
が
シ

ェ
ア
50
％
超
え
で
、
市
場
に
は
ほ
ぼ
通
っ
て
い

な
と
い
う
状
況
を
判
断
す
る
と
、
韓
国
産
は
生

食
用
に
流
通
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う

だ
。
19
年
の
月
別
で
輸
入
を
見
る
と
、
9
月
か

ら
急
増
し
て
11
月
ご
ろ
ま
で
多
い
。
韓
国
産
の

輸
入
価
格
は
㌔
４
０
５
円
と
高
い
の
は
、
東
京

市
場
で
は
こ
の
時
期
、
8
月
よ
り
２
０
０
円
も

高
い
㌔
４
６
０
円
と
高
騰
し
て
い
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

日
本
の
野
菜
高
騰
に
す
ぐ
対
応
で
き
る
外
国

は
、
か
つ
て
は
台
湾
、
い
ま
は
韓
国
だ
。
ト
マ

ト
の
輸
入
販
売
は
、
韓
国
に
近
い
九
州
な
ど
西

の
地
域
。
北
九
州
地
区
の
青
果
卸
が
買
い
付
け

た
か
、
こ
こ
に
は
卸
会
社
よ
り
集
荷
力
の
あ
る

仲
卸
業
者
が
存
在
し
、直
輸
入
も
実
績
が
あ
る
。

韓
国
は
近
年
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
産
を
拡
大
さ

せ
て
き
た
が
、
大
玉
ト
マ
ト
も
同
国
の
健
康
志

向
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
）
に
よ
っ
て
、
近
年
で
は
か

な
り
の
生
産
拡
大
が
見
ら
れ
る
。
果
菜
類
が
解

禁
さ
れ
て
い
る
韓
国
は
日
本
の
産
地
の
一
つ
に

な
る
か
も
。

【
概
況
】

　

セ
ロ
リ
は
異
常
に
輸
入
が
減
っ
た
品

目
で
あ
る
。
業
務
用
と
い
う
底
堅
い
需

要
が
あ
る
品
目
だ
か
ら
、
ほ
ぼ
輸
入
は

７
８
０
０
～
７
９
０
０
t
と
安
定
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
19
年
は
前
年
比
65
％
の
５
１

９
３
t
。
東
京
市
場
の
セ
ロ
リ
の
入
荷
は
前
年

よ
り
1
割
弱
少
な
く
、
単
価
も
6
％
程
度
下
が

っ
た
。
し
か
も
4
割
近
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
長
野

産
が
1
割
程
度
少
な
い
だ
け
で
、
2
番
手
の
3

割
シ
ェ
ア
静
岡
産
も
5
％
く
ら
い
の
減
で
あ

る
。
国
内
生
産
は
増
減
の
波
が
あ
る
た
め
、
一

定
の
輸
入
品
は
不
可
欠
だ
。

【
背
景
】

　

セ
ロ
リ
は
、
一
般
に
は
好
き
嫌
い
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
品
目
だ
が
、
中
華
料
理
を
は
じ
め

と
し
て
、
業
務
用
食
材
と
し
て
は
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
。
セ
ロ
リ
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も
、
と

く
に
過
去
10
年
来
、
輸
入
が
増
え
て
い
た
品
目

で
あ
る
。
そ
れ
が
前
年
か
ら
35
％
も
減
っ
た
の

だ
か
ら
、
何
か
背
景
に
あ
り
そ
う
だ
。
国
産
で

は
、
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
長
野
は
需
要
期
の
夏
場

に
限
ら
ず
、
周
年
供
給
し
て
い
る
産
地
で
、
静

岡
も
同
様
の
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
他
の
補
完
的
な

季
節
産
地
は
作
柄
が
確
実
に
推
移
す
る
と
は

限
ら
な
い
。
問
題
は
輸
入
側
か
。

【
今
後
の
対
応
】

　

例
え
ば
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
は
ア
メ
リ
カ

で
不
作
気
味
に
な
る
と
地
元
の
相
場
も
上
が

り
、
輸
出
を
減
ら
し
て
く
る
（
も
し
く
は
高
く

な
る
）。
セ
ロ
リ
の
輸
入
先
は
ア
メ
リ
カ
で
9

割
近
い
が
、
日
本
の
輸
入
量
な
ど
は
知
れ
て
い

る
か
ら
、
オ
ー
ダ
ー
が
あ
れ
ば
過
不
足
な
く
供

給
で
き
る
。
す
る
と
、
あ
と
は
日
本
側
の
業
務

用
需
要
に
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
か
。
一
つ
思
い

当
た
る
の
は
、日
韓
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
て
、

韓
国
か
ら
の
観
光
客
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
今
度
は
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒

動
で
ど
ん
な
品
目
に
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年 82,726t／371円
2019年 80,740t／343円
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11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2018年数量 2019年数量
2018年単価 2019年単価

2018年 9,034t／276円
2019年 8,244t／258円
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トマト
51
の
産
地
か
ら
の
入
荷
で
韓
国
産
が
増
、

隣
国
で
も
国
内
産
地
並
み
扱
い
な
る
か

ュ
ー
ム
だ
。
全
体
の
減
少
傾
向
は
当
然
だ
と
し
て
も
、
個
々

の
品
目
に
追
っ
て
い
く
と
、
そ
の
減
り
方
が
異
常
だ
っ
た
り
、

逆
に
前
年
よ
り
も
増
え
た
り
、〝
不
思
議
な
増
減
〟
現
象
を
見

せ
る
品
目
が
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
前
年
が
減
っ
て
い
た
、

増
え
て
い
た
と
い
う
単
純
な
理
由
だ
が
、
そ
の
背
景
を
知
っ

て
推
移
を
見
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。


